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セ
イ
ロ
ン
大
会

武
蔵
野
女
子
大
学
助
教
授

　
昭
和
四
十
七
年
五

月
二
十
三
日
よ
り
二

十
六
日
ま
で
の
四
日

間
に
わ
た
っ
て
、
第

十
回
世
界
仏
教
徒
会

謝誠

ｪ
、
シ
ュ
リ
ー
・

ラ
ン
カ
共
和
国
（
旧

セ
イ
ロ
ン
）
の
首
府
コ
ロ
ン
ボ
に
お
い
て
世
界
二
十
数
力
国
三

十
七
加
盟
仏
教
団
か
ら
の
、
約
二
百
二
十
名
の
代
表
お
よ
び
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
集
め
て
開
催
さ
れ
、
日
本
側
か
ら
も
、
七
名
の

正
式
代
表
を
含
め
、
二
十
七
名
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
度
の
会
議
は
、
昨
年
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
セ
イ
ロ
ン
国
の
政
治
状
勢
の
不
安
定
に
よ
っ
て
突

然
延
期
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
安
定
し
、
さ
る
五
月

二
十
二
日
に
は
、
英
国
自
治
領
セ
イ
ロ
ン
か
ら
、
正
式
な
独
立

国
と
し
て
の
シ
ュ
リ
ー
ラ
ン
カ
共
和
国
に
な
っ
た
祝
典
が
行
な

わ
れ
た
。

　
大
会
は
、
二
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
の
、
各
国
代
表
お
よ
び

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
登
録
か
ら
始
め
ら
れ
、
二
日
午
前
九
時
か
ら

は
、
コ
ロ
ン
ボ
市
内
の
一
流
ホ
テ
ル
の
一
つ
で
あ
る
タ
ブ
ロ
ペ

イ
ン
・
ホ
テ
ル
の
一
室
で
、
執
行
委
員
会
が
開
か
れ
た
。
K
F

B
会
長
で
あ
る
。
タ
イ
の
プ
ー
ン
妃
殿
下
を
議
長
と
し
、
W
F

B
本
部
役
員
も
同
席
し
た
こ
の
委
員
会
に
は
、
セ
イ
ロ
ン
、
ハ

ワ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
各
代
表
と
共
に
、
日
本
側
か
ら
は
、
伊

藤
哲
雄
団
長
と
私
と
が
出
席
し
た
。

花

山

勝

友

　
始
め
て
こ
の
委
員
会
に
出
席
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
大
会
の

大
部
分
の
議
事
や
内
容
に
関
す
る
お
膳
立
て
が
、
全
て
こ
こ
で

な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
諸
種
の
報
告
や
、
六
つ
の
運
営
委
員
会

議
長
の
選
出
の
他
、
新
加
盟
団
体
の
認
証
と
、
本
大
会
に
提
出

さ
れ
る
議
案
、
さ
ら
に
は
、
W
F
B
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）
の

規
約
改
正
等
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ
れ
た
。

　
そ
の
中
、
重
要
な
点
の
み
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
こ
の
度
新

し
く
香
港
・
印
度
・
ク
メ
ー
ル
か
ら
各
一
団
体
が
W
F
B
に
加

盟
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
、
香
港
か
ら
は

三
団
体
、
印
度
か
ら
は
十
三
団
体
が
す
で
に
加
盟
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
総
会
に
お
け
る
投
票
権
の
問
題
も
か
ら
ん
で
、
激
し

い
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
よ
う
に
一
国
一

団
体
と
し
て
加
盟
し
て
い
る
国
は
、
総
会
に
お
い
て
一
票
の
権

利
し
か
持
た
な
い
の
に
、
印
度
の
場
合
に
は
、
も
し
加
盟
の
全

団
体
が
大
会
に
代
表
を
送
る
と
す
る
と
、
新
し
い
団
体
を
加
え

て
、
十
四
票
に
も
な
り
、
事
実
上
大
会
を
牛
耳
る
こ
と
も
出
来

る
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
結
局
、
W
F
B
は
、
国
連

な
ど
と
違
っ
て
、
政
治
的
機
構
で
は
な
い
か
ら
、
必
ず
し
も
一

国
一
票
主
義
を
と
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
結
論
に
な
り
、
三

団
体
の
加
盟
を
総
会
に
お
い
て
推
薦
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
、

翌
日
の
総
会
で
正
式
に
認
め
ら
れ
た
の
で
、
W
F
B
の
加
盟
団

体
は
、
三
十
四
力
国
六
十
二
団
体
に
増
加
し
た
。
な
お
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
特
に
日
本
側
か
ら
、
「
W
F
B
が
、
一
国
か

ら
複
数
の
加
盟
団
体
を
認
め
る
場
合
、
そ
の
国
の
加
盟
団
体
間
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の
争
い
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
配
慮
を
す
る
べ
き
で
あ
る
し

と
い
う
強
い
要
請
を
本
部
に
対
し
て
行
な
っ
た
。

　
次
に
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、
開
催
国
で
あ
る
セ
イ
ロ
ン
側

か
ら
の
八
議
案
の
み
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
実
は
日
本
側
か

ら
も
、
「
世
界
に
お
け
る
天
災
お
よ
び
戦
災
孤
児
に
対
す
る
救

援
活
動
の
展
開
」
と
い
う
議
案
が
用
意
さ
れ
て
い
た
が
、
前
も

っ
て
、
今
後
、
議
案
を
提
出
す
る
国
は
、
大
会
で
決
議
さ
れ
た

場
合
、
責
任
を
も
っ
て
積
極
的
に
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
、
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
し
か
も
、
セ
イ
ロ
ン
提
出
の
議
案
の
中

に
、
似
た
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、
日
本
側
と

し
て
は
提
出
議
案
を
一
応
引
っ
こ
め
、
そ
の
代
り
、
経
済
部
門

運
営
委
員
会
の
議
長
を
引
き
受
け
て
、
実
際
の
募
金
方
法
を
検

討
す
る
こ
と
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
さ
て
セ
イ
ロ
ン
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
、
極
め
て
簡
略

に
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
八
つ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
一
部
修
正

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
全
て
総
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
た
。

一、

岺
?
�
ｸ
点
と
す
る
全
て
の
暴
力
を
否
定
し
、
積
極
的
に様模の会式開

世
界
平
和
を
推
進
す
る
運
動
に
参
加
す
る
よ
う
全
世
界
の
人

　
々
に
訴
え
よ
う
。

二
、
過
去
二
十
五
年
間
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
の
活
動
を
賞
讃
す

　
る
と
共
に
、
積
極
的
に
ユ
ネ
ス
コ
に
働
き
か
け
て
、
仏
陀
の

平
和
主
義
的
な
教
え
を
世
界
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と
を
含
め

　
種
々
な
活
動
の
支
援
を
し
て
も
ら
う
よ
う
要
求
し
よ
う
。

三
、
仏
教
教
育
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
積
極
的
に
、
仏
教
教
育

　
機
関
の
創
設
を
含
め
た
諸
種
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
の
委

員
会
を
設
立
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

四
、
仏
教
青
年
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
世
界
仏
教
青
年
会
議

を
創
設
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
結
集
し
よ
う
。

五
、
猛
煙
に
、
世
界
仏
教
婦
人
会
議
を
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
の

　
中
に
組
織
す
る
よ
う
提
案
す
る
。

六
、
ユ
ネ
ス
コ
以
外
の
、
ユ
ニ
セ
フ
・
W
H
O
と
い
っ
た
、
平

　
和
運
動
を
推
進
し
て
い
る
他
の
団
体
と
も
密
接
な
関
係
を
持

　
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
世
界
的
な
平
和
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う

七
、
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
ル
ン
ビ
ニ
復
興
計
画
を
援
助
し
、
同
時

　
に
、
舎
衛
城
を
含
む
仏
陀
の
他
の
遺
跡
の
復
興
と
保
存
と
を

　
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し
よ
う
。

八
、
規
約
の
一
部
改
正
（
省
略
）
。

　
以
上
の
提
案
は
、
二
十
四
日
午
後
か
ら
の
六
つ
の
部
会
に
、

内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
分
け
ら
れ
、
参
加
代
表
に
よ
る
討
議

の
末
、
翌
二
十
五
日
午
前
の
総
会
で
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
一
つ

一
つ
が
議
論
さ
れ
た
上
で
、
最
終
日
の
二
十
六
日
の
総
会
に
お

い
て
採
択
さ
れ
た
。

　
二
十
二
日
中
午
後
六
時
か
ら
、
釈
尊
が
そ
の
生
存
中
訪
れ
た

と
い
う
伝
説
の
あ
る
、
コ
ロ
ン
ボ
郊
外
の
ケ
ラ
ニ
ア
寺
院
に
お

い
て
、
比
丘
団
に
よ
っ
て
仏
教
法
要
が
行
な
わ
れ
た
が
、
日
本

代
表
団
一
行
も
参
加
し
た
。
な
お
そ
の
際
、
W
F
B
の
副
会
長

を
つ
と
め
、
世
界
仏
教
徒
会
議
に
も
何
度
か
出
席
さ
れ
た
、
故

高
階
再
製
禅
師
を
含
め
た
、
W
F
B
関
係
の
物
故
者
の
冥
福
が

祈
念
さ
れ
た
。

　
二
十
三
日
午
前
の
代
表
者
会
議
に
続
き
、
午
後
二
時
か
ら
、
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大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
開
会
式
が
、
前
日
独
立
記
念
祝
典

が
行
な
わ
れ
た
ナ
バ
ラ
ン
ガ
ハ
ラ
大
会
堂
に
お
い
て
、
各
国
代

表
二
百
余
齢
、
セ
イ
ロ
ン
黙
約
三
千
名
の
出
席
の
も
と
、
盛
大

に
行
な
わ
れ
た
。
日
本
代
表
懇
懇
は
、
壇
上
の
、
し
か
も
比
丘

と
同
じ
右
側
に
坐
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
大
乗
幼

僧
侶
に
対
す
る
認
識
が
改
ま
っ
た
の
か
、
比
丘
の
位
置
が
相
対

的
に
下
が
っ
た
の
か
（
と
い
う
の
は
、
俗
人
の
代
表
も
、
同
じ

壇
上
の
左
側
に
坐
っ
て
い
た
の
で
）
、
い
ず
れ
に
し
ろ
興
味
深

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
各
国
元
首
・
首
相
・
仏
教
会
長
等
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
朗
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

は
、
時
間
の
関
係
か
ら
、
一
国
一
名
、
し
か
も
英
語
の
み
で
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
佐
藤
首
相
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
私
が
代
読
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
首
相
官
邸
か
ら

も
ら
っ
て
き
た
首
相
の
写
真
を
会
場
の
出
席
老
に
披
露
し
た
こ

と
と
、
内
容
が
、
短
い
な
が
ら
も
極
め
て
充
実
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
（
英
訳
は
外
務
省
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
）
、
拍

手
が
最
も
多
く
、
開
会
式
終
了
後
、
多
数
の
人
か
ら
賞
讃
さ
れ

喜
ば
れ
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。

　
二
十
四
日
午
前
の
総
会
に
お
い
て
は
、
前
日
の
代
表
者
会
議

3融
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に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
こ
と
が
、
議
長
よ
り
ま
と
め
て
報
告
さ

れ
、
午
後
の
六
分
会
の
議
長
が
指
名
さ
れ
た
。
日
本
側
か
ら
は

私
が
、
経
済
問
題
部
会
の
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
日

伊
藤
団
長
は
、
日
本
の
持
つ
W
F
B
副
会
長
の
席
を
占
め
る
た

め
、
壇
上
に
坐
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
日
、
各
加
盟
団
体
か
ら

の
活
動
報
告
書
の
配
布
が
行
な
わ
れ
た
が
、
日
本
か
ら
も
、
簡

単
な
報
告
書
が
各
代
表
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
そ
の
日
の
午
後
二
時
か
ら
、
全
代
表
が
六
つ
の
部
会
に
分
れ

て
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
検
討
し
た
の
で
あ
る
が
、
私
が
議
長

を
し
た
経
済
問
題
部
会
に
お
い
て
は
、
W
F
B
が
今
後
実
際
に

活
動
す
る
た
め
の
資
金
に
つ
い
て
の
討
論
が
行
な
わ
れ
た
。
前

述
の
第
一
議
案
に
含
ま
れ
る
べ
き
、
戦
争
で
災
害
を
受
け
て
い

る
国
の
人
々
の
救
済
方
法
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
し
、
今
ま
で

の
よ
う
に
、
単
に
理
想
を
並
べ
た
観
念
的
な
問
題
ば
か
り
決
議

し
た
と
こ
ろ
で
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、
と
い
う
意
見
に
一
致

し
て
、
「
こ
の
大
会
に
出
席
し
た
代
表
か
ら
ま
ず
救
済
運
動
を

始
め
よ
う
」
と
い
う
提
案
を
し
、
そ
れ
が
翌
日
の
総
会
で
認
め

ら
れ
た
の
で
、
早
速
松
本
単
記
師
が
中
心
に
な
っ
て
総
会
場
で

募
金
を
し
、
数
鑓
ル
ピ
ー
が
集
っ
た
の
で
、
そ
の
場
で
本
部
側

に
手
渡
し
、
W
F
B
本
部
を
通
じ
て
戦
災
国
の
仏
教
徒
に
送
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
当
日
、
セ
イ
ロ
ン
各
地
の
見

学
の
た
め
に
出
席
し
な
か
っ
た
他
の
日
本
仏
教
代
表
団
は
、
帰

国
の
途
次
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
あ
る
W
F
B
本
部
に
代
表

を
送
っ
て
、
日
本
代
表
団
か
ら
の
寄
付
を
追
加
し
て
き
た
こ
と

を
付
記
し
て
お
く
。

　
な
お
、
部
会
に
お
い
て
も
う
一
つ
問
題
と
な
っ
た
こ
と
は
、

加
盟
団
体
の
大
部
分
が
、
W
F
B
本
部
に
対
す
る
一
団
体
年
五

十
ド
ル
の
会
費
を
支
払
っ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
の
運
動
が
や

り
に
く
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
「
七
十
二
年
度
中
に
年
会
費
を

麦
払
わ
な
い
団
体
は
、
次
の
大
会
か
ら
投
票
権
を
失
な
う
」
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。
翌
日
の
総
会
で
は
、
今
年
一
杯
と
い
う
の

は
厳
し
す
ぎ
る
、
と
い
う
の
で
、
次
の
大
会
ま
で
に
支
払
う
、

と
い
う
修
正
案
も
出
さ
れ
た
が
、
本
部
財
政
の
窮
状
が
訴
え
ら

佐藤首相のメッセージを朗読する筆者

れ
、
結
局
原
案
が
司
決
さ
れ
た
。

　
W
F
B
の
規
約
改
正
の
中
で
、
こ
の
度
一
番
大
き
な
問
題
に

な
っ
た
の
は
、
世
界
仏
教
徒
会
議
を
、
今
ま
で
の
、
　
「
二
年
に

一
回
」
か
ら
、
「
三
年
に
一
回
」
と
し
よ
う
と
い
う
提
案
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
、
た
ま
た
ま
今
回
の
会
議
が
セ
イ
ロ
ン
側
の
事

情
で
一
年
の
び
て
み
る
と
、
種
々
な
準
備
等
の
た
め
に
も
、
か

え
っ
て
そ
の
方
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ら
し
い
が
、

こ
の
提
案
が
、
執
行
委
員
会
か
ら
総
会
に
提
議
さ
れ
る
と
、
多

数
の
反
対
意
見
が
出
て
、
結
論
と
し
て
は
、
一
応
今
ま
で
通
り

「
二
年
に
一
度
」
と
し
、
主
催
国
の
事
情
そ
の
他
に
よ
っ
て
は

「
三
年
に
一
度
に
し
て
も
よ
い
」
と
い
う
修
正
案
が
議
決
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も
、
特
別
な
事
情
が
発
生
し
な
い
限

り
、
大
会
は
二
年
に
一
度
開
か
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
最
終
日
の
二
十
六
日
の
午
前
八
時
四
十
五
分
か
ら
、
総
会
議

場
に
お
い
て
、
郵
政
大
臣
と
潅
厩
大
臣
と
の
出
席
の
も
と
に
、

こ
の
第
十
回
世
界
仏
教
徒
大
会
を
記
念
す
る
記
念
切
手
が
発
売

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
最
後
の
総
会
が
開
か
れ
た
が
、
代
表
団
の

多
く
が
席
を
離
れ
て
、
お
互
い
に
贈
り
物
を
交
換
し
た
り
、
特

に
議
論
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
も
な
か
っ
た
り
、
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
何
と
な
く
だ
ら
け
た
雰
囲
気
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
し
て
午
後
閉
会
式
が
行
な
わ
れ
、
四
時
半
か
ら
、
大

菩
提
会
に
お
い
て
、
閉
会
を
記
念
す
る
仏
教
法
要
が
執
行
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　
二
十
七
日
以
後
は
、
他
の
代
表
た
ち
は
、
セ
イ
ロ
ン
側
の
用

意
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
・
ア

ヌ
ラ
ダ
ブ
ラ
等
を
訪
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
大
会
の
全
日
程
に

出
席
し
た
日
本
代
表
四
二
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ー
シ
ュ
に
向
う
た

め
に
コ
ロ
ン
ボ
に
残
っ
た
中
山
理
々
氏
を
除
い
て
、
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
で
、
他
の
日
本
代
表
団
と
合
流
し
た
。

　
日
本
か
ら
持
参
し
た
記
念
楯
、
高
麗
大
蔵
経
（
一
部
目
録
）
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
、
テ
ー
プ
、
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
、
万
年
筆
念

珠
、
法
輪
バ
ッ
ジ
等
の
土
産
品
は
、
会
議
場
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
代
表
に
正
式
に
手
渡
し
て
大
変
喜
こ
ば
れ
た
。
ゴ
パ
ラ

ワ
大
統
領
、
バ
ン
ダ
ラ
ナ
イ
ケ
首
相
、
コ
ロ
ン
ボ
市
長
に
も
テ

ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
贈
っ
た
。

　
さ
て
、
第
十
一
回
、
す
な
わ
ち
次
の
世
界
仏
教
徒
大
会
の
開

催
国
で
あ
る
が
、
執
行
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
、
ハ
ワ
イ
が

そ
れ
ぞ
れ
の
事
惰
に
よ
っ
て
辞
退
し
た
た
め
に
、
一
時
混
乱
し

そ
う
に
な
の
、
た
が
、
韓
国
が
、
「
引
き
受
け
て
も
よ
い
」
と
い

う
意
志
を
表
明
し
、
正
式
に
は
帰
国
後
相
談
し
て
決
定
す
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
韓
国
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
可

能
性
が
強
く
な
っ
た
。
な
お
、
そ
の
次
の
第
十
二
回
大
会
は
日

本
で
と
い
う
強
い
要
望
が
、
委
員
会
で
出
さ
れ
た
こ
と
を
報
告

し
て
お
こ
う
。

　
最
後
に
、
全
仏
が
、
本
年
度
か
ら
再
び
予
算
を
立
て
て
正
式

に
セ
イ
ロ
ン
側
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
仏
教
大
百
科
辞

典
に
つ
い
て
は
、
編
集
委
員
長
で
も
あ
り
、
世
界
仏
教
徒
会
議

の
名
誉
会
長
で
も
あ
る
マ
ラ
ラ
セ
ケ
ラ
博
士
と
の
間
に
、
充
分

な
話
し
合
い
が
行
な
わ
れ
、
今
後
、
日
本
側
の
協
力
が
続
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一4一
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馨
欝
殖
濤
悶
委
醤
蓉
霞
開
戦
癬

国
際
専
門
委
員
会

　
五
月
十
二
日
午
後
二
時
よ
り
、
全
仏
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
各
委
員
の
互
選
に
よ
り

正
副
委
員
長
を
選
出
し
た
。

　
ま
ず
、
第
十
回
W
F
B
セ
イ
ロ
ン
大
会
の
提

出
議
案
に
つ
い
て
、
審
議
の
う
え
既
報
の
議
案

「
ル
ン
ヒ
ニ
開
発
に
協
力
し
よ
う
」
を
取
り
さ

げ
、
「
世
界
の
天
災
孤
児
の
救
援
活
動
の
展
開
」

と
変
更
し
て
、
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
こ
教
年
中
断
の
か
た
ち
に
な
っ
て

い
た
英
文
仏
教
百
科
辞
典
の
編
纂
事
業
に
つ
い

て
は
、
編
纂
委
員
会
（
マ
ラ
ラ
・
セ
ケ
ラ
博
士
）

よ
り
セ
イ
ロ
ン
大
使
館
を
通
じ
て
継
続
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
懸
仏
で
は
今
年
度
事
業
と
し
て

推
進
す
る
こ
と
を
報
告
し
、
こ
れ
が
再
開
に
具

体
的
方
途
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　
新
国
際
専
門
委
員
は
次
の
各
氏
（
敬
称
略
、

◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
、
以
下
同
様
）

◎
岡
野
貴
美
子
、
○
慶
野
花
芯
、
○
新
美
孝
道

村
野
宣
忠
、
田
村
晃
祐
、
佐
伯
真
光
、
奈
良
康

明
、
花
山
勝
友
、
鎌
田
艮
昭
、
田
丸
痘
毒
、
松

涛
弘
道
、
佐
藤
良
純
、
伊
東
堅
純
、
近
藤
隆
敬

森
祖
道
、
黒
田
武
志

組
織
専
門
委
員
会

　
五
月
十
九
日
午
後
三
時
か
ら
全
仏
会
議
室
に

お
い
て
開
か
れ
、
正
副
委
員
長
を
互
選
し
た
後

議
事
に
う
つ
っ
た
。

　
潅
仏
青
森
大
会
の
部
会
名
お
よ
び
テ
ー
マ
に

つ
い
て
は
、
青
森
県
仏
案
を
検
討
し
た
末
、
正

副
委
員
長
に
一
任
さ
れ
次
回
委
員
会
で
決
定
す

る
こ
と
に
な
る
。

　
五
月
に
本
土
復
帰
し
た
沖
縄
県
に
は
現
在
二

十
数
ケ
寺
の
仏
教
寺
院
が
あ
っ
て
沖
縄
仏
教
連

．
会
合
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
復
帰
に
と
も
な
い

加
盟
呼
び
か
け
を
す
る
。
た
だ
現
在
宗
教
法
人

法
に
よ
る
事
務
手
続
中
と
思
わ
れ
る
の
で
、
文

化
庁
等
で
実
状
を
聞
い
た
上
で
出
来
得
れ
ば
青

森
大
会
ま
で
に
実
現
の
運
び
に
し
た
い
。

　
ま
た
時
局
対
策
と
し
て
、
近
年
、
税
制
が
改

正
さ
れ
、
宗
教
法
人
の
行
な
う
事
業
に
つ
い
て

も
課
税
対
称
が
ひ
ろ
が
り
、
既
報
の
よ
う
に
東

仏
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
今
回
新
た
に
税
制

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と

と
な
り
、
委
員
会
構
成
メ
ン
バ
ー
は
事
務
局
に

一
任
さ
れ
た
。

組
織
専
門
委
員
は
次
の
各
氏

◎
鈴
木
敏
範
、
○
熊
野
竜
夫
、
○
新
川
日
見
、

神
野
真
一
、
清
水
谷
孝
尚
、
郡
司
博
道
、
板
橋

宥
成
、
懸
口
暉
子
、
石
上
慈
敬
、
岩
本
英
樹
、

野
村
宗
春
、
久
保
埜
太
清
、
椎
谷
健
、
井
上
日

宏

文
化
専
門
委
員
会

　
六
月
二
日
午
後
四
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
正
副

委
員
長
脅
選
出
し
た
の
ち
、
今
年
度
事
業
計
画

の
具
体
化
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
今
年
度
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
昨
年
に
つ

づ
き
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
　
（
第
二
回
）
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
、
国
際
仏
教
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
、
読
売
新
聞
社
後
援
の
も
と
に
開
催
す
る

こ
と
を
了
承
し
、
運
営
委
員
を
真
渓
、
金
岡
、

摩
尼
、
白
川
、
藤
吉
、
雲
井
の
各
氏
に
委
嘱
す

る
。
　
中
央
講
習
会
に
つ
い
て
は
、
青
森
大
会
後
に

宗
教
法
人
法
及
び
税
制
問
題
等
を
含
め
た
講
習

会
を
東
京
に
お
い
て
開
講
す
る
よ
う
進
め
て
い

く
。
過
年
度
ま
で
事
業
計
画
に
あ
っ
た
「
新

仏
教
読
本
」
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画

「
各
種
教
化
資
料
の
作
成
と
普
及
」
の
項
に
入

れ
て
研
究
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
宗
教
法
人
立
の
幼
稚
園
問
題
に
つ
い

て
は
、
今
回
、
自
民
党
文
教
部
会
に
よ
る
「
学

校
教
育
法
等
改
正
案
」
な
る
も
の
が
一
応
撤
回

さ
れ
た
が
、
い
つ
れ
ま
た
こ
れ
が
提
出
さ
れ
た

場
合
、
行
政
指
導
に
よ
る
宗
教
教
育
の
問
題
、

境
内
地
の
問
題
等
種
々
予
想
さ
れ
る
の
で
、
今

後
淵
叢
連
、
仏
教
保
育
協
会
等
と
も
連
絡
を
と

り
な
が
ら
対
拠
し
て
い
く
。

　
文
化
専
門
委
員
は
次
の
各
氏

◎
真
渓
義
貫
、
○
白
川
良
純
、
○
金
岡
秀
友
、

摩
尼
清
之
、
中
村
康
隆
、
三
輪
美
津
子
、
島
田

喜
久
子
、
門
屋
大
寿
、
若
林
隆
光
、
中
根
専
門

塩
入
亮
達
、
伊
藤
完
夫
、
榊
原
帰
逸

　
膏
　
森
　
大
　
会

　
　
部
会
テ
ー
マ
決
ま
る

　
　
　
　
1
組
織
専
門
委
員
会
一

　
六
月
九
日
一
時
よ
り
開
か
れ
た
第
二
回
組
織

専
門
委
員
会
に
お
い
て
、
青
森
大
会
の
部
会
及

び
テ
ー
マ
が
協
議
さ
れ
、
青
森
県
仏
の
意
向
を

入
れ
て
次
の
よ
う
に
決
っ
た
。

第
一
部
会
（
実
践
部
会
）
一
全
一
仏
教
運
動

　
の
高
揚
に
つ
い
て

第
二
部
会
（
檀
信
徒
部
会
）
一
1
寺
院
と
盲
信

　
徒
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て

第
三
部
会
（
婦
人
部
会
）
i
I
幸
福
な
家
庭
づ

　
く
り
は
仏
教
精
神
で

｝5一
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関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
か
る

昭和47年7月1日

く
野
．
》

　
六
月
二
十
二
・
三
両
日
　
熱
海
石
亭
に
お
い

て
東
仏
の
担
当
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
議
長
に

田
中
静
岡
県
仏
会
長
を
選
出
し
て
議
事
に
入
り

今
年
度
掻
楯
大
会
に
つ
い
て
岩
脇
部
長
よ
り
開

催
要
項
進
行
状
況
の
説
明
及
び
協
力
方
の
お
願

い
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
未
決
定
の
次
期
開
催
地

に
ふ
れ
、
当
ブ
ロ
ッ
ク
の
未
開
催
県
で
受
け
て

は
ど
う
か
と
慎
重
か
つ
熱
心
な
意
見
の
交
換
が

な
さ
れ
、
北
関
東
四
望
が
要
請
さ
れ
た
。
宗
教

法
人
の
税
制
竃
馬
に
つ
い
て
は
、
郡
司
東
仏
事

務
局
長
の
説
明
後
、
各
県
仏
の
大
関
心
事
で
も

あ
り
熱
の
こ
も
っ
た
質
疑
応
答
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
全
仏
制
度
調
査
委
員
会
の
答
隷
書
を

中
心
に
県
仏
の
立
場
、
今
後
の
あ
り
方
が
討
議

さ
れ
、
当
面
は
こ
の
関
東
甲
信
越
静
プ
ロ
ヅ
ク

を
よ
り
強
力
に
団
結
、
協
力
し
な
が
ら
、
新
発

足
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
を
初
め
各
地
区
ブ
ロ
ッ
ク

の
団
結
連
絡
を
計
り
な
が
ら
こ
の
問
題
と
取
り

組
む
と
い
う
方
針
が
確
認
さ
れ
た
。
最
後
に
次

期
担
当
県
に
つ
い
て
栃
木
県
が
予
定
さ
れ
て
閉

会
し
た
が
、
こ
の
有
意
義
な
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に

鑑
み
、
今
後
各
地
区
に
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
自
発

的
に
結
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。

　
当
日
の
出
席
者
は
、
東
京
－
栗
本
俊
道
師
他

六
名
、
神
奈
川
一
見
山
宣
泰
師
他
四
名
、
千
葉

－
熊
野
竜
夫
師
他
二
名
、
栃
木
⊥
局
木
歓
了
師

他
二
名
、
群
馬
一
松
浦
亮
一
師
他
一
名
、
茨
城

一
小
原
泰
寿
師
、
埼
玉
－
北
之
内
真
竜
師
、
山

梨
i
井
村
胤
応
師
命
二
名
、
長
野
－
半
田
孝
淳

師
他
色
名
、
新
潟
一
土
田
真
也
師
他
一
名
、
静

岡
－
田
中
亮
三
師
他
面
名
、
全
仏
よ
り
麻
布
、

桜
井
、
新
間
、
鱒
淵
、
岩
脇
、
阿
部
、
小
沢
師

』
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東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
発
足

　
新
た
に
発
足
し
た
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

が
、
さ
る
六
月
十
三
・
四
日
、
青
森
市
雲

谷
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。

　
担
当
青
森
県
仏
東
会
長
の
導
唱
に
よ
り

三
帰
斜
文
を
唱
和
し
た
の
ち
、
議
事
に
う

つ
り
、
青
森
大
会
の
日
程
及
び
予
算
大
綱

が
石
岡
県
仏
事
務
局
長
よ
り
発
表
さ
れ
、

協
力
方
が
要
請
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

参
加
各
県
代
表
は
、
東
北
に
お
い
て
は
じ

め
て
開
か
れ
る
大
会
に
、
む
し
ろ
東
北
誘

致
が
遅
か
っ
た
く
ら
い
で
、
仏
教
徒
連
帯

意
識
の
高
揚
に
非
常
な
意
義
が
あ
る
の
で

全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
を
約
し
、
担
当

青
森
県
の
み
な
ら
ず
、
東
北
各
県
仏
の
意

気
込
み
か
ら
今
大
会
の
盛
会
が
期
待
さ
れ

る
。　
つ
づ
い
て
税
制
問
題
に
つ
い
て
、
郡
司

博
道
東
灘
事
務
局
長
が
基
調
講
演
し
、
質

疑
に
入
っ
た
が
、
当
地
に
は
貸
地
等
の
収

盗
事
業
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
住
職
の
源
泉

税
や
徒
弟
教
育
費
の
扱
い
等
が
問
題
に
上

っ
た
。
当
日
の
出
席
者
は
、
青
森
L
東
義

寿
師
他
九
名
、
岩
手
－
熊
谷
隆
正
師
、
山

形
「
阿
部
光
伸
師
、
福
島
一
吉
岡
棟
一
師

全
仏
－
麻
布
、
新
聞
、
岩
脇
、
阿
部
、
小

沢
の
各
師
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鐸
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税
制
特
別

委
員
会
を
設
置

　
昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
施
行
の
法
人
税
法

施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
不
動
産
貸
付
業
の
該

当
範
囲
が
著
し
く
拡
大
さ
れ
、
新
た
に
収
益
事

業
を
開
始
さ
せ
ら
れ
た
寺
院
が
続
出
し
、
全
日

本
仏
教
会
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
税
制
に
対
応
す

る
た
め
に
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
の
委
員
と
し
て
組
織
専
門
委
員
の
中

か
ら
鈴
木
敏
範
、
熊
野
竜
夫
、
新
川
日
見
、
郡

司
博
道
、
久
保
埜
太
清
、
岩
本
英
樹
の
六
氏
が

担
当
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
委
員
長
に
は
鈴
木
敏

範
氏
副
委
員
長
に
は
郡
司
博
道
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

互
選
さ
れ
た
。
第
一
回
の
税
制
特
別
委
員
会
は

去
る
六
月
八
日
全
仏
事
務
総
局
に
お
い
て
開
か

れ
、
今
後
の
運
営
方
針
が
検
討
さ
れ
た
。
ま
つ

全
仏
と
し
て
行
な
う
べ
き
こ
と
は
政
令
撤
回
を

求
め
る
強
力
な
陳
情
で
あ
り
ま
た
、
収
益
事
業

の
用
に
供
す
る
資
産
の
譲
渡
（
損
益
と
見
徹
さ

れ
れ
ば
課
税
対
象
）
の
問
題
や
宗
教
法
人
の

行
な
う
墳
墓
地
貸
付
業
と
い
う
表
現
の
問
題

（
現
在
は
非
課
税
）
等
宗
教
法
人
法
第
八
十
四

条
に
抵
触
す
る
よ
う
な
課
税
取
扱
い
に
つ
い
て

質
問
状
を
発
し
て
文
書
回
答
を
求
め
る
冒
決
議

さ
れ
た
。
ま
た
住
職
苗
族
の
源
泉
税
問
題
や
徒

弟
教
養
費
に
つ
い
て
の
問
題
な
ど
宗
教
法
人
に

か
か
る
税
制
の
諸
問
題
に
対
し
て
広
く
調
査
、

研
究
を
し
寺
院
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
と
な
っ

た
。
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曹
洞
宗
宗
務
庁
管
長
佐
藤
泰
舜

，
浄
土
宗
々
務
庁
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

宗
務
総
長
山
田
義
道
参
　
議
福
山
忍
裳

浄
土
門
主
岸
　
　
信
宏

文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
⊥
八
〒
皿
（
九
四
五
）
Ω
ハ
三
九
（
代
）

参
　
議
宮
前
鳳
洲

宗
務
総
長
稲
岡
覚
順

管
　
長
平
林
宥
高

総
務
部
長
朽
木
正
己
教
化
部
長
金
子
宗
　
一

教
学
局
長
吉
井
泰
順

宗
務
総
長
築
山
定
誉

財
務
部
長
若
　
山
運
法

総
務
局
長
水
谷
徴
道

総
務
部
長
浅
井
堅
教

教
学
部
長
岡
田
　
己
成
社
会
部
長
　
阿
　
部
博
　
邦
秘
書
室
長
山
崎
秀
明
広
報
室
長
田
　
中
業
　
三

鍵
鑛
甑
舞
梶
原
重
道
浄
土
宗
々
務
支
所
長
野
村
宗
春

教
化
部
長
高
　
山
　
宥
進
教
務
部
長
永
見
聖
宏
財
務
部
長
久
保
埜
太
清

事
務
総
局
録
事
（
六
月
）
…
…

八七五ニー日日日日日
十九
日日

詳
．
一
一
ー
，
署
．
9
書
一
．
一
昌
・
一
｝
…
；
・
ー
ー
…
9
昌
・
暑
葛
ー
ー
ー
；
；
。
・
・
ー
ー
匙

W
F
B
セ
イ
ロ
ン
大
会
代
表
帰
国

文
化
専
門
委
員
会

局
内
会
議

高
野
山
晋
山
式
参
列
（
柳
局
長
）

税
制
特
別
委
員
会

仏
教
伝
来
謝
恩
事
業
会
祝
賀
会
出

席
（
桜
井
次
長
）

組
織
専
門
委
員
会

神
奈
川
県
仏
総
会
出
席
（
新
間
局

長
、
北
山
主
事
）

青
森
大
会
ボ
ス
タ
！
出
来
上
が
り
．

　
韓
日
親
善
協
会
代
表
来
局

　
　
　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

　
文
化
会
議
若
林
講
師
打
合

　
民
主
外
交
協
会
苫
辺
地
常
務
理

　
事
来
局
（
ボ
ロ
ブ
ド
ー
ル
）

　
　
　
　
　
関
東
甲
信
越
静
プ

　
ロ
ヅ
ク
会
議

　
　
全
仏
七
月
号
原
稿
締
切

　
　
税
制
特
別
委
員
会

　
　
大
会
幹
事
会

　
　
局
内
会
議

　
宗
連
理
事
会
（
麻
布
総
長
、
小

　
沢
部
長
、
阿
部
部
長
）

一7一

　　　　P
．『　噛

　　　　r　　、　　一年　　r
鴨　　一

野一畳一ミ丁門「讐噛臥¶甲5瓠τ禰μ騨1．脚一｝　「叩曹姻隔；叩輝’砒蝿



昭和47年7月1日
書3翻便物講

東
京
都
仏
教
連
合
会
　
会
長
　
栗
本
俊
道
　
　
　
常
務
理
事
一
同

新
潟
県
仏
教
会
会
　
長
　
土
田
真
也
副
会
長
　
井
上
憲
司
同
　
　
　
豊
田
良
秀
同
　
　
　
西
塔
政
舜
．
事
務
局
長
　
倉
茂
良
海

増
譲
永
平
寺
　
貫
首
　
佐
藤
泰
舜
　
副
貫
首
　
山
田
霊
林
　
西
堂
　
清
水
浩
竜
　
監
院
　
宮
崎
文
輝
　
後
配
　
鎌
谷
仙
竜
　
副
監
院
　
鈴
木
祖
光
　
副
監
院
　
北
野
良
道
　
出
頭
　
川
口
常
先
　
副
寺
　
向
　
　
大
進

孝
道
教
団
孝
道
山
本
仏
殿
統
理
・
大
僧
正
仏
教
哲
学
博
士
（
セ
イ
ロ
ン
）
名
誉
哲
学
博
士
（
中
華
民
国
）
　
岡
野
正
道
副
統
理
・
権
大
僧
正
名
誉
哲
学
博
士
（
中
華
民
国
）
　
岡
野
貴
美
子
　
2
1
横
浜
市
神
奈
川
区
孝
道
山
　
2
　
〒
〇
四
五
（
2
3
4
）
一
二
〇
一
孝
道
教
団
東
北
別
院
貫
主
・
大
僧
正
　
岡
野
正
道
　
　
山
形
市
小
白
川
町
鯉
山

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
　
貫
首
　
高
橋
隆
天
　
　
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
一
四
八
　
　
〇
四
四
（
二
六
）
三
四
二
〇

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺
　
貫
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全聯　　　仏
第3種郵便物認可昭和47年7月1日

●

　
　
秘
蔵
・
韓
国
々
宝
を
初
め
て
全
巻
刊
行
！

寺
宝
に
／
学
究
の
座
右
に
／
寺
院
の
寄
贈
に
…
．

　
■
七
百
余
年
を
経
た
古
典

　
■
超
宗
派
の
原
典

　
團
世
界
唯
一
の
経
板
に
よ
る

　
■
全
四
十
五
巻
・
完
壁
な
集
録

　
■
写
影
で
あ
る
か
ら
一
字
一
句
誤
り
が
な
い

　　（造本・体裁）

縦37cm厚さ7cm
横　27cm　重さ7kg
平均1，150ページ

（ご要望に応じ、カタログをご送付致します）

アジア文化事業株式会社
　東京都新宿区西新宿8－3－31／TEL（03）371－0ユ25～6

昭
和
四
十
七
輯
七
月
一
日
発
行

人
　
　
　
布
照
　
海

．
人

≡
面

発
言
所
財
団
法
訊
　
全
日
本
仏
教
会
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